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《
川
上
　
裕
》

問　

総
合
計
画
か
ら
、
①
高
齢
者

用
住
宅
の
普
及
、
公
共
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
状
況
は
。
②

市
民
菜
園
の
整
備
と
維
持
管
理
の

実
状
は
。
③
中
高
年
齢
者
就
労
先

の
雇
用
促
進
の
状
況
は
。
④
⒈
就

労
機
会
拡
大
施
策
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
の
現
状
と
今

後
は
。
⒉
い
き
が
い
サ
ロ
ン
と
空

き
家
利
用
に
つ
い
て
。
⑤
高
齢
者

生
涯
学
習
の
現
状
は
。
⑥
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
高
齢
者
向
け
教
室
の
充

実
は
。
⑦
生
き
が
い
づ
く
り
の
同

居
世
帯
住
宅
の
支
援
・
自
立
に
向

け
た
起
業
支
援
の
施
策
は
ど
う
か
。

答　

①
市
と
し
て
個
人
住
宅
に
関

し
て
大
き
な
施
策
は
な
い
。
公
共

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
耐
震

補
強
工
事
に
合
わ
せ
て
整
備
を
進

め
て
い
る
。
②
市
内
５
地
区
に
１

３
３
区
画
を
有
し
、
一
部
を
除
い

て
全
て
埋
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
③
都
市
計
画
法
第
34
条
第
12

《
早
川
　
直
彦
》

問　

①
今
現
在
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

進
捗
状
況
と
、
達
成
さ
れ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
評
価
は
。
②
市
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
事
業
の
達
成
状
況

に
つ
い
て
市
職
員
以
外
の
外
部
の

号
で
指
定
を
行
っ
た
区
域
に
つ
き
、

集
積
業
種
と
指
定
し
た
業
種
企
業

の
支
援
に
努
め
て
い
る
。
④
⒈
厳

し
い
運
営
で
は
あ
る
が
、
ワ
ン
コ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
農
業
事
業
班
な

ど
自
主
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⒉
現
在
、
老
人
憩
い
の
家
等
を
利

用
し
サ
ロ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
す
る
。
⑤
現
在
、
大
学

市
民
講
座
や
公
民
館
講
座
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
学
習

意
欲
を
引
き
出
す
講
座
を
増
や
す

な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。
⑥
福

祉
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
、

ヨ
ガ
教
室
な
ど
３
教
室
を
実
施
し

て
い
る
。
⑦
同
居
世
帯
住
宅
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の
事
例

を
参
考
に
研
究
す
る
。
起
業
支
援

は
、
県
の
創
業
等
支
援
基
金
を
案

内
し
て
い
る
。

問　

①
個
性
豊
か
な
児
童
生
徒
が
、 

伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
現
状
の
認
識
と
施
策
は
。

②
新
教
育
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
中
、
現
在
の
豊

明
市
の
教
育
観
と
今
後
に
つ
い
て
。

答　

①
児
童
生
徒
や
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
分
析
し
た
結
果
、
お
お

む
ね
８
割
が
肯
定
的
な
意
見
で
あ

る
。
②
お
互
い
を
尊
重
し
、
お
互

い
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
集
団
の

一
員
と
し
て
自
分
が
持
つ
力
を
発

揮
し
、
充
実
感
を
味
わ
せ
る
こ
と

と
考
え
る
。

方
に
お
願
い
を
し
て
評
価
を
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。
③
平
成
25
年

度
実
施
予
定
の
新
た
な
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
何
が
あ
る
の
か
。
④
平
成

25
年
度
に
お
い
て
市
長
が
考
え
て

い
る
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
以
外
）
新

規
事
業
は
何
が
あ
る
の
か
。
⑤
市

民
税
10
％
減
税
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
石
川
市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
作
成
し
た
当
時
と
今
現
在
と

で
、
国
の
考
え
方
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
。
⑥
市
民
税
10
％
減

税
は
い
つ
実
施
す
る
の
か
。
⑦
全

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
任
期
中
に

実
施
、
あ
る
い
は
着
手
す
る
考
え

な
の
か
。
ま
た
、
任
期
中
の
実
施

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
は

あ
る
の
か
。

答　

①
今
年
度
末
で
75
・
６
％
の

達
成
率
に
な
る
。
評
価
は
、
市
長

を
始
め
と
す
る
部
課
長
の
中
で
協

議
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
②
現

在
、
外
部
評
価
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
外
部
評
価
の
効
用
や
効
果
、

ど
の
よ
う
な
方
に
評
価
し
て
も
ら

う
か
ま
で
含
め
研
究
す
る
。
③
予

算
編
成
中
な
の
で
、
計
画
段
階
で

は
あ
る
が
、
延
長
保
育
料
を
含
め
、 

ト
ー
タ
ル
で
保
育
料
10
％
の
軽
減
、 

職
員
の
意
識
改
革
と
い
う
面
で
、

職
員
の
民
間
企
業
等
で
の
研
修
の

実
施
、
発
達
障
が
い
児
の
支
援
等

に
取
り
組
み
た
い
。
④
同
じ
く
予

算
編
成
中
な
の
で
、
計
画
段
階
で

は
あ
る
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

の
長
期
的
計
画
、
以
前
か
ら
の
課

題
で
あ
る
北
部
・
南
部
開
発
の
２

事
業
に
取
り
組
み
た
い
。
⑤
県
で

確
認
す
る
と
、
従
前
の
減
税
の
財

源
を
積
み
立
て
る
方
式
か
ら
、
単

年
度
の
行
政
改
革
費
で
減
税
の
財

源
を
賄
う
と
い
う
方
式
に
変
化
し

て
お
り
、
減
税
を
実
施
す
る
状
況

は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
⑥
当
初
、

積
み
立
て
方
式
を
考
え
て
い
た
。

ど
う
い
う
形
で
実
施
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
、
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
決
断
し
た
い
。
⑦
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
立
て
た
思
い
は
強
い
が
、

そ
の
後
の
環
境
変
化
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
含

め
、
全
て
を
押
し
切
る
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
か

の
構
想
は
も
っ
て
い
る
。

近
い
将
来
の
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

進
捗
状
況
と
今
後
に
つ

い
て

一
般
質
問

平
成
24
年
12
月
定
例
月
議
会
に
お
い
て
12
名

の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
質
問
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《
平
野
　
龍
司
》

問　

①
豊
明
市
の
南
玄
関
と
も
い

え
る
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
、
３
年
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
地
区
の
開
発
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
②
こ
の

地
区
に
、
企
業
誘
致
の
計
画
や
道

の
駅
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
電

飾
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
花
畑

な
ど
の
開
発
が
で
き
な
い
か
。
③

「
花
の
街
豊
明
」
の
ア
ピ
ー
ル
施

策
や
、
施
設
の
建
設
が
で
き
な
い

か
。
④
豊
明
市
に
お
け
る
鉄
道
の

ら
の
自
立
を
め
ざ
す
個
別
支
援
に

つ
い
て
。

答　

①
24
年
10
月
末
現
在
で
２
２

１
世
帯
、
20
年
３
月
末
の
１
４
４

世
帯
と
比
較
し
約
５
割
増
と
急
増

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
、
扶

養
義
務
調
査
に
基
づ
き
、
扶
養
義

務
者
に
対
し
、
交
流
を
促
し
て
い

る
。
②
稼
動
年
齢
層
に
対
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
就
労
支
援
を
し
、
就
労
意
欲

の
あ
る
被
保
護
者
に
対
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
同
行
す
る
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
る
。

問　

悪
徳
商
法
か
ら
消
費
者
で
あ

る
市
民
を
守
る
た
め
に
。
①
被
害

と
実
態
に
つ
い
て
。
②
地
域
に
お

け
る
消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
。
③
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方

の
推
進
に
つ
い
て
。
④
学
校
現
場

に
つ
い
て
。

答　

①
市
内
で
は
、
還
付
金
等
の

詐
欺
が
１
件
発
生
。
傾
向
と
し
て

件
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
被
害

額
は
増
え
て
い
る
。
②
愛
知
警
察

署
と
連
携
し
、
安
全
生
活
の
周
知

や
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
、
被
害

に
あ
わ
な
い
知
識
習
得
を
図
り
た

い
。
③
民
生
児
童
委
員
に
理
解
を

《
一
色
　
美
智
子
》

問　

①
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
作
成
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。
②
「
地
方
版
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
」
作
成
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。
③
「
小
規
模
保

育
」「
保
育
マ
マ
」
な
ど
「
地
域

型
保
育
給
付
」
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答　

①
子
育
て
家
庭
の
状
況
や
保

育
需
要
を
把
握
す
る
た
め
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
25
年
度
中
に
設
置
を
検
討

す
る
。
③
小
規
模
保
育
等
に
対
す

る
給
付
が
新
規
に
創
設
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
制
度
に
沿
っ
た
支
援
の

方
法
を
見
直
し
た
い
。

問　

生
活
保
護
は
生
活
困
窮
者
の

た
め
の
「
最
後
の
安
全
網
」
で
あ

り
、
そ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

人
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
状
況

は
見
過
ご
し
で
き
ま
せ
ん
。
①
本

市
の
生
活
保
護
受
給
者
の
実
態
と

対
策
に
つ
い
て
。
②
生
活
保
護
か

子
育
て
関
連
３
法
の
具

体
化
に
つ
い
て
伺
う

急
増
す
る
生
活
保
護
世

帯
に
つ
い
て
伺
う

消
費
者
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う

南
部
開
発
と
豊
明
の
将

来
像

玄
関
口
で
あ
る
前
後
駅
を
、
豊
明

駅
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

交
通
網
の
利
便
を
活
か
し
た
企
業

誘
致
に
よ
る
開
発
と
既
存
住
宅
と

の
調
和
を
図
っ
た
住
宅
地
を
望
む

と
い
っ
た
報
告
を
し
て
い
る
。
②

南
部
地
域
は
交
通
の
利
便
も
よ
く
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
た
い

と
は
考
え
る
が
、
総
合
計
画
策
定

後
、
ま
ち
づ
く
り
３
法
が
改
正
さ

れ
、
原
則
と
し
て
市
街
化
調
整
区

域
中
に
お
け
る
商
業
施
設
の
開
発

は
困
難
だ
が
、
よ
り
よ
い
土
地
利

用
の
方
法
を
研
究
す
る
。
③
愛
知

豊
明
花
き
市
場
が
あ
る
地
域
特
性

を
活
か
し
、
花
の
街
の
知
名
度
向

上
と
し
て
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
花
の
寄
せ
植
え
講
習
会
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ツ
リ
ー
等
を
実
施
し
た
。
道
の

駅
等
の
施
設
は
、
用
途
地
域
の
問

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
④

第
４
次
総
合
計
画
が
27
年
度
で
終

了
す
る
の
で
、
そ
の
後
に
ア
ン
ケ

ー
ト
と
い
う
形
で
、
市
民
の
意
向

を
確
認
し
た
い
。

問　

①
本
年
度
４
月
の
人
事
異
動

で
は
、
役
所
内
で
混
乱
し
た
が
、

来
年
度
に
お
い
て
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
、

欠
員
の
部
長
を
置
く
の
か
。
②
参

事
職
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
③
24
年

度
管
理
職
の
人
件
費
は
削
減
で
き

た
か
。
④
部
長
制
廃
止
に
つ
い
て
、

現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

①
25
年
度
に
予
定
し
て
い
る

機
構
改
革
に
あ
わ
せ
、
機
構
ど
お

り
の
人
員
配
置
を
行
う
こ
と
が
ベ

ス
ト
と
考
え
て
い
る
。
②
業
務
の

遂
行
上
、
必
要
が
あ
れ
ば
参
事
職

を
配
置
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
る
。

③
23
年
度
は
、
課
長
以
上
が
35
人

で
、
１
億
６
３
２
９
万
２
千
円
、

24
年
度
の
上
半
期
時
点
で
は
、
課

長
以
上
が
33
人
で
１
億
５
０
２
５

万
６
千
円
で
あ
る
。
④
組
織
に
お

け
る
意
思
決
定
の
迅
速
化
は
研
究

し
て
い
く
が
、
現
時
点
で
は
、
部

長
制
を
廃
止
す
る
考
え
は
な
い
。

深
め
て
も
ら
い
、
友
愛
訪
問
や
ひ

と
り
暮
し
年
末
訪
問
時
に
啓
発
活

動
を
お
願
い
し
て
い
る
。
④
中
学

３
年
の
社
会
科
公
民
の
分
野
で
悪

徳
商
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

市
役
所
の
25
年
度
体
制

に
つ
い
て

Fields  forever  
Living  is  easy  with  eyes  closed  Misunderstanding  all  you  see
It’s  getting  hard  to  be  someone  but  it  aii  works  out
It  dosen’t  matter  mech  to me

No  one  I  think  is  inn  my  tree  I  meat  it  must  be  high  or  lo
That  is  you  can’                              t  you  know  tune  in
But  it’s  all  righ                                  that  is,  I  think  it’s  not
too  bed

Always,  no  so                                        metimes,  think  it’s  me
But  you  know                                          I  know  when  it’s  a  d

I  think                                                                        I  know

Let  me  take  you  down  ‘cause  i’m  going  to  Strawberry  Fields  
Nothing  is  real ,  and  nothing  to   get  hung  about  Strawberry

roubles  so  far
way  now  it

looks  as  though
hey’re  here
uddenry,  I’m

hy  she  had
go  I  don’t
ow  she  wou
id  something

ow  I  need  a
ace  to  hide  
ed  in

nd  we  are  all
now  I  need  a
place  to  hide  

and  we  are  all
am  crying

retty  little
e  how  they
y  don’t  you
ow  they
e  how  in  side
oking  through

erday  all  my

o
ww h y

in sidedd
h

oowwow
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《
前
山
　
美
恵
子
》

問　

①
子
宮
頸
が
ん
や
ヒ
ブ
等
３

ワ
ク
チ
ン
は
国
の
交
付
金
が
無
く

な
る
が
、
無
料
制
度
は
継
続
を
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

補
助
制
度
を
児
童
や
低
所
得
者
に

も
拡
大
を
図
る
よ
う
に
。
③
妊
産

婦
健
診
の
助
成
制
度
を
産
後
健
診

も
対
象
に
。

答　

①
３
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
上
で

大
変
重
要
と
考
え
る
た
め
、
現
行

ど
お
り
25
年
度
も
無
料
の
方
向
で

検
討
す
る
。
②
財
政
状
況
も
厳
し

い
折
り
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
高
齢
者
の
補
助
を
優
先
す

る
が
、
低
所
得
者
等
へ
の
補
助
制

度
拡
大
に
つ
い
て
は
研
究
す
る
。

③
国
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
な
い

現
状
だ
が
、
保
健
所
管
内
の
他
市

町
の
状
況
も
含
め
検
討
す
る
。

問　

発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
保

健
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、
学
校
と

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
十
分
な
連
携
が
取
れ
て
い
る
状

《
月
岡
　
修
一
》

問　

①
豊
明
市
の
義
務
教
育
を
ど

の
よ
う
な
方
向
へ
導
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。
②
豊
明
市
の
中
学

校
に
お
け
る
「
い
じ
め
撲
滅
」
へ

向
け
て
の
対
策
に
つ
い
て
。
③
多

感
な
中
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
、
本
音
で
相
談
で
き
る
「
場
所
」

と
複
雑
な
感
情
を
温
か
く
受
け
止

め
て
あ
げ
れ
る
「
大
人
」
の
存
在

が
必
要
と
感
じ
て
い
る
が
教
育
長

の
考
え
は
。

答　

①
子
ど
も
た
ち
が
個
性
を
発

態
で
は
な
い
。
①
発
達
障
害
者
支

援
法
に
「
地
方
は
専
門
的
知
識
を

有
す
る
人
材
の
確
保
に
努
め
る

事
」
と
あ
る
が
、
臨
床
心
理
士
な

ど
の
配
置
は
ど
う
か
。
②
障
が
い

児
支
援
を
充
実
す
る
た
め
系
統
的

な
支
援
記
録
簿
を
作
り
保
育
園
や

学
校
で
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

①
臨
床
心
理
士
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
臨
時
職
員
や
報
償
費
で
対

応
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
非
常

勤
職
員
の
報
酬
、
正
規
職
員
の
給

与
の
比
較
等
、
一
番
効
率
的
な
方

法
を
検
討
す
る
。
②
「
障
害
者
地

域
自
立
支
援
協
議
会
」
の
専
門
部

会
で
あ
る
療
育
支
援
部
会
に
て
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
系
統
的
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

職
員
削
減
で
仕
事
の
質
の
低

下
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
が

顕
著
で
、
市
民
や
職
員
に
と
っ
て

良
い
結
果
で
は
な
い
。
何
の
根
拠

も
な
く
職
員
削
減
し
た
市
長
の
責

任
は
大
き
い
。

答　

描
く
の
は
、
小
さ
な
政
府
・

大
き
な
行
政
で
あ
る
が
、
職
員
を

た
だ
減
ら
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

職
員
の
質
、
や
る
気
を
高
め
て
、

揮
し
、
主
体
的
・
創
造
的
に
行
動

し
、
他
者
と
協
調
し
な
が
ら
た
く

ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
②
学
期
ご
と
に
実
施

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
教
育
相

談
な
ど
で
、
教
師
が
児
童
生
徒
の

発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く
キ

ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
、
相
談
し
や
す

い
体
制
を
講
じ
る
こ
と
、
家
庭
か

ら
の
連
絡
に
早
期
に
対
応
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
③
地
域
の
中
に
中
学
生
が

参
画
し
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
大

人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
本
音

を
語
れ
る
大
人
を
身
近
に
見
つ
け

る
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

問　

①
理
解
が
で
き
な
い
出
来
事

が
起
こ
っ
て
い
る
。
各
区
か
ら
出

さ
れ
た
申
請
内
容
の
審
査
を
重
視

せ
ず
、
順
番
を
優
先
し
て
い
る
理

由
は
。
②
助
成
の
採
用
が
決
ま
っ

た
区
の
事
業
内
容
が
適
切
か
ど
う

か
判
断
す
る
の
に
書
類
だ
け
で
済

ま
す
こ
と
に
危
険
性
は
な
い
の
か
。

③
23
年
度
に
坂
部
区
が
申
請
し
た

時
に
、
一
年
先
延
ば
し
を
し
て
25

年
度
の
採
用
に
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
を
受
け
、
坂
部
区
は
快
く
そ

れ
を
受
け
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
今

年
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
約
束
も
引

き
継
ぎ
も
し
て
い
な
い
と
軽
く
あ

し
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な

の
か
。

答　

①
申
請
の
申
し
込
み
が
複
数

あ
っ
た
場
合
は
、
過
去
の
助
成
実

績
が
な
い
団
体
が
優
先
す
る
取
り

決
め
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
②
毎

年
２
団
体
程
度
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
申
請
主
義
に
基
づ
き
助
成
対

象
団
体
を
決
定
し
て
い
る
。
③
坂

部
区
に
つ
い
て
は
昨
年
と
今
年
の

２
年
間
に
わ
た
り
申
請
が
あ
っ
た

が
、
過
去
に
一
度
も
助
成
を
受
け

て
い
な
い
複
数
の
団
体
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
た
め
、
そ
ち
ら
の
団
体

が
優
先
選
定
さ
れ
た
。
今
後
は
誤

解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

そ
の
中
で
人
員
配
置
に
つ
い
て
も

減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
減
ら

し
て
い
く
考
え
で
い
る
。
職
員
削

減
に
つ
い
て
も
、
全
て
を
ご
り
押

し
す
る
の
で
は
な
く
、
現
状
を
把

握
し
た
中
で
実
の
あ
る
行
政
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

女
性
と
子
ど
も
の
健
康

に
関
し
て

教
育
長
に
お
尋
ね
を
し

ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
児
の
成
長

に
必
要
な
支
援
を
求
め

て

市
役
所
職
場
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
つ
い
て
市

長
に
問
う
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連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問　

①
教
育
委
員
会
の
閉
鎖
性
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
②
教
育

委
員
会
が
月
１
回
程
度
、
短
時
間

開
か
れ
る
会
議
の
み
で
十
分
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
③
教
育

委
員
選
任
に
つ
い
て
。
④
教
育
委

員
会
基
本
方
針
の
重
点
課
題
が
24

年
度
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
理
由
は
。
⑤
議
会
で
の
質
問

が
委
員
会
で
議
論
さ
れ
教
育
現
場

で
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
⑥
学

校
の
裁
量
権
拡
大
に
つ
い
て
。

答　

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録

等
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
。
②
重

要
な
審
議
に
は
、
臨
時
開
催
や
学

校
訪
問
な
ど
委
員
相
互
の
意
見
交

換
に
も
努
め
て
い
る
。
③
社
会
の

変
化
や
行
政
課
題
に
対
応
す
る
な

ど
期
待
さ
れ
る
役
割
や
機
能
を
果

た
し
遂
行
で
き
る
構
成
に
努
め
た

い
。
④
変
更
点
は
学
校
教
育
の
重

点
課
題
と
主
な
施
策
項
目
で
あ
り
、

現
在
最
も
力
を
入
れ
た
い
点
を
課

題
と
し
て
示
し
た
。
⑤
教
育
現
場

の
実
態
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

っ
て
い
な
い
か
。
②
特
別
支
援
教

育
の
支
援
員
も
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
。
今
後
の
支
援
教
育
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
平
成
22
年
度
よ
り
適
応
指

導
教
室
へ
火
曜
日
に
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
指
導
員

や
保
護
者
と
相
談
で
き
る
体
制
を

図
っ
た
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
話
し
相
手
と
な
る
ホ
ー
ム
フ

レ
ン
ド
を
配
置
し
、
学
校
復
帰
に

つ
な
が
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。
い
じ
め
対
応
は
、

児
童
生
徒
が
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
相
談
し

や
す
い
体
制
を
講
ず
る
な
ど
努
力

し
て
い
き
た
い
。
②
市
内
全
校
で

28
人
の
特
別
支
援
員
等
を
配
置
し

て
い
る
。
障
が
い
で
就
学
が
困
難

な
場
合
は
、
三
好
養
護
学
校
等
と

の
連
携
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

《
近
藤
　
善
人
》

問　

①
学
校
評
価
の
結
果
が
目
標

設
定
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
学
校
評
価
が
家
庭
・
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
か
。
③
学
校

の
目
標
・
計
画
は
保
護
者
に
情
報

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
④
学
校

評
価
に
お
け
る
目
標
が
抽
象
的
で

あ
っ
た
り
し
て
、
学
校
運
営
の
状

況
を
的
確
に
評
価
で
き
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑤
今
後
、
第
三
者
評
価
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

①
共
通
理
解
を
図
っ
た
重
点

目
標
に
即
し
て
設
定
し
て
い
る
。

②
達
成
度
を
数
値
と
し
て
集
計
し
、

そ
の
結
果
を
学
校
新
聞
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

で
説
明
し
、
ま
た
、
学
校
要
覧
や

学
校
新
聞
に
目
標
や
教
育
計
画
を

ま
と
め
た
文
書
を
全
家
庭
に
発
行

し
て
い
る
。
④
義
務
教
育
９
年
間

を
見
通
し
、
各
学
年
段
階
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
一
人
ひ
と
り

の
成
長
に
目
を
向
け
て
指
導
・
助

言
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
⑤
家
庭
、
地
域
、
学
校
と
の

《
杉
浦
　
光
男
》

問　

⒈
豊
明
の
子
ど
も
が
、
ど
ん

な
子
ど
も
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。
学
力
感

・
体
力
感
・
情
意
感
に
つ
い
て
教

育
長
の
思
い
を
真
摯
に
述
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。
⒉
教
育
の
中
立
性

に
つ
い
て
、
次
の
観
点
か
ら
伺
う
。

①
公
立
学
校
の
政
治
的
、
宗
教
的

中
立
性
に
つ
い
て
。
②
教
育
委
員

会
及
び
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
教
育
委
員
の
政
治
的
、
宗
教
的

中
立
性
に
つ
い
て
。
③
教
育
委
員

会
の
中
立
性
に
か
か
わ
っ
て
地
方

自
治
体
の
首
長
（
市
長
）
と
の
関

係
に
つ
い
て
。

答　

⒈
自
主
的
に
学
び
、
自
分
自

身
や
他
人
を
大
切
に
す
る
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
⒉
①
②
小
中
学
校
で

は
中
立
性
を
守
る
た
め
に
、
特
定

の
政
党
を
支
持
し
た
り
、
政
治
教

育
や
活
動
、
特
定
の
宗
教
の
た
め

の
宗
教
教
育
や
活
動
を
行
わ
ず
に

教
育
を
進
め
る
こ
と
と
理
解
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
道
徳
性
の
涵
養

の
視
点
や
社
会
で
生
き
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
知
識
と
し
て
、
政
治

や
宗
教
の
意
義
を
つ
か
む
こ
と
は

大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
③

市
長
は
市
民
の
負
託
を
得
て
教
育

環
境
日
本
一
の
公
約
を
実
現
し
よ

う
と
認
識
し
て
い
る
が
、
教
育
委

員
会
で
は
社
会
の
動
き
や
地
域
性

を
大
切
に
し
な
が
ら
不
易
な
部
分

を
見
失
う
こ
と
な
く
一
般
行
政
と

は
独
立
し
て
教
育
行
政
を
進
め
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

①
不
登
校
、
い
じ
め
等
の
問

題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

各
学
校
で
は
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
う
が
、
対
処
療
法
に
な

結
論
を
出
し
、
反
映
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
⑥
校
長

の
裁
量
権
の
中
で
要
望
を
踏
ま
え
、

各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
予
算
配

分
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

学
校
評
価
に
つ
い
て

市
野
教
育
長
に
問
う

市
の
次
の
課
題
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う

教
育
委
員
会
の
活
性
化

に
つ
い
て
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済
的
・
社
会
的
役
割
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
基
本
理
念
と
し
て

示
す
と
と
も
に
、
中
小
企
業
政
策

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
の
基
本

原
則
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
政
府

と
し
て
進
め
る
中
小
企
業
政
策
の

行
動
指
針
を
示
し
た
も
の
と
解
釈

し
て
い
る
。
②
市
内
の
事
業
者
の

数
は
２
０
７
２
社
で
、
こ
の
内
中

小
企
業
は
２
０
４
９
社
で
あ
る
。

大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
で
あ
る
の

で
、
経
営
的
に
は
非
常
に
苦
し
い

実
態
と
感
じ
て
い
る
。
③
市
で
は

信
用
保
証
料
と
し
て
10
万
円
を
助

成
し
て
い
る
が
、
現
在
の
市
の
財

政
状
況
で
は
こ
の
レ
ベ
ル
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
財
政
状
況
が
許

せ
ば
改
善
す
る
余
地
も
出
て
く
る
。

④
中
小
企
業
が
担
う
地
域
社
会
へ

の
貢
献
や
中
小
企
業
の
振
興
に
お

け
る
民
間
金
融
機
関
の
役
割
及
び

小
規
模
企
業
へ
の
配
慮
な
ど
を
明

示
し
た
県
の
条
例
が
平
成
24
年
10

月
16
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
今
後
は
、

い
か
に
県
が
条
例
を
活
用
し
た
施

策
を
講
じ
て
い
く
か
注
視
し
て
い

き
た
い
。
⑤
愛
知
県
げ
ん
き
商
店

街
推
進
事
業
費
補
助
金
等
の
活
用

を
図
り
、
よ
り
具
体
的
な
商
工
業

振
興
施
策
に
重
点
を
置
い
て
い
き

た
い
。
ま
ず
は
、
商
工
会
と
よ
く

相
談
を
し
て
、
商
工
会
を
中
心
に

《
近
藤
　
惠
子
》

問　

地
域
経
済
の
活
力
の
維
持
向

上
、
社
会
貢
献
な
ど
、
中
小
企
業

の
存
在
と
役
割
に
期
待
す
る
声
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
22
年

の
「
中
小
企
業
憲
章
」
の
閣
議
決

定
、
今
年
10
月
の
県
の
「
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
」
制
定
は
そ
の

流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
豊
明
市
の
中
小
企
業
に

対
す
る
考
え
、
ま
た
そ
の
支
援
に

つ
い
て
質
問
す
る
。
①
中
小
企
業

憲
章
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

②
豊
明
市
の
中
小
企
業
の
現
状
は
。

③
市
の
信
用
保
証
料
助
成
制
度
は

財
政
状
況
の
似
か
よ
う
他
市
町
と

比
較
し
て
も
、
そ
の
対
象
も
狭
く
、

助
成
額
も
一
番
低
い
。
そ
の
こ
と

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
④
県
の

条
例
制
定
を
受
け
、
他
市
町
で
も

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
へ

の
動
き
が
あ
る
が
、
豊
明
市
も
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
⑤
地
域
に

密
着
し
た
中
小
企
業
の
施
策
を
考

え
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
。
多
く
の
市
民
の
声
が
集

約
で
き
る
よ
う
会
議
体
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

答　

①
中
小
企
業
の
歴
史
的
な
位

置
づ
け
や
今
日
の
中
小
企
業
の
経

《
山
盛
　
左
千
江
》

問　

①
先
の
議
会
で
人
件
費
な
ど

の
固
定
費
を
抑
え
る
、
民
間
活
力

の
導
入
、
機
構
改
革
・
業
務
改
善

を
１
〜
２
年
間
を
目
安
に
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
具
体
的
に
何
を
い
つ
か
ら

行
う
の
か
。
②
「
新
し
い
公
共
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
を
す
る

の
か
。

答　

①
平
成
26
年
４
月
に
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
公
共
施
設
管
理

を
導
入
す
る
準
備
と
し
て
今
議
会

に
手
続
条
例
を
提
出
し
た
。
機
構

改
革
は
平
成
25
年
４
月
を
計
画
し

て
お
り
今
議
会
に
事
務
分
掌
条
例

の
改
正
案
を
提
出
し
、
１
課
３
係

を
増
加
し
て
い
く
。
ま
た
、
人
件

費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
正
規
職
員

が
８
名
減
り
、
全
体
と
し
て
は
約

４
６
０
０
万
円
減
る
と
考
え
て
い

る
。
業
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
こ

の
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
市
役

所
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
よ
う

期
待
し
て
い
る
。
②
高
齢
者
が
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
な
る
働

き
か
け
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
高

齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
３
月
に
市
民
の
方
々
が

自
ら
つ
く
る
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
、

仮
称
「
と
よ
あ
け
大
学
」
を
開
設

し
、
自
主
的
に
参
加
で
き
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。

問　

平
成
23
年
度
の
資
源
ご
み
交

付
金
は
、
２
８
８
８
万
円
で
、
調

べ
た
と
こ
ろ
、
町
内
に
よ
り
回
収

回
数
が
１
〜
３
回
と
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
ば
か
り
か
、
回
収
場
所
１
カ

所
あ
た
り
の
人
口
が
１
８
９
６
人

〜
27
人
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
①
「
事
業
仕
分

け
」
後
、
何
を
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
た
か
。
地
域
の
事
情
を
考
慮

す
る
に
し
て
も
回
収
回
数
や
回
収

場
所
の
均
衡
を
図
る
必
要
は
な
い

か
。
②
清
掃
事
務
所
や
㈱
中
西
商

店
、
市
役
所
駐
車
場
へ
の
資
源
ご

み
直
接
持
ち
込
み
に
つ
い
て
、
費

用
対
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。
③
常

設
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
増
設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

①
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
に

つ
い
て
は
価
格
を
中
心
に
検
証
を

行
い
、
ま
た
、
コ
ス
ト
に
係
る
問

題
と
し
て
は
収
集
運
搬
方
法
の
適

正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②
収
集

運
搬
費
用
が
低
く
な
り
、
奨
励
金

も
不
要
と
な
る
の
で
費
用
対
効
果

は
高
い
も
の
と
な
る
。
③
増
設
費

用
な
ど
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

施
策
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

資
源
ご
み
の
回
収
に
つ

い
て

中
小
企
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て

「
新
し
い
公
共
」
「
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
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《
伊
藤
　
清
》

問　

石
川
市
長
の
就
任
以
来
、
市

職
員
の
自
殺
が
相
次
い
で
い
る
。

市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
全
く
な
く
、

目
先
だ
け
の
思
い
つ
き
の
言
動
が

職
員
・
市
民
を
振
り
回
し
て
い
る
。

職
員
は
、
市
長
の
子
分
で
は
な
く
、

市
民
が
雇
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

意
見
の
違
う
職
員
を
恫
喝
し
、
不

当
な
異
動
を
繰
り
返
し
、
業
務
に

支
障
を
与
え
て
い
る
。
２
部
長
の

空
席
な
ど
組
織
や
人
を
実
験
台
に

し
て
行
っ
た
愚
行
は
早
急
な
改
善

を
求
め
る
と
と
も
に
、
で
た
ら
め

な
職
員
削
減
に
つ
い
て
も
そ
の
理

念
を
問
う
。
政
治
家
は
、
税
を
い

か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
に
知
恵

を
絞
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。
市
民

税
10
％
減
税
は
集
め
た
税
を
返
す

だ
け
で
理
念
も
感
じ
ら
れ
ず
、
何

を
目
指
す
の
か
問
う
。
集
め
た
税

を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
に
喜
ば

れ
る
使
い
方
を
考
え
る
の
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
そ
の
知
恵
・
能
力

が
な
い
。
他
者
の
意
見
も
聞
か
な

い
。
10
年
・
20
年
先
の
本
市
の
目

指
す
べ
き
姿
を
示
せ
な
い
市
長
は
、

辞
任
す
る
以
外
の
道
は
な
い
。

答　

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
小
さ

な
政
府
・
大
き
な
行
政
を
目
指
す

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
単

に
一
気
に
職
員
を
44
名
減
ら
す
こ

と
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
職
員
の

声
や
力
量
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
起
き
て
い
な
い
か
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

や
る
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

機
構
改
革
や
指
定
管
理
者
制
度
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
、
そ
の
部

分
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
来
年
度
は
部
長
制
を

置
く
考
え
で
あ
る
。
職
員
を
恫
喝

す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
市

民
か
ら
負
託
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
は

少
し
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、
行
政

の
悪
い
部
分
、
馴
れ
合
っ
て
き
た

部
分
に
は
、
や
さ
し
さ
と
厳
し
さ

が
な
け
れ
ば
組
織
は
強
く
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
厳
し
い
指
摘
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
減
税
は
市
民

負
担
の
軽
減
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
子
育
て
支
援
や
、
若
者
世
代

に
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
と
い
う
よ
う
な
感

覚
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
た

だ
単
に
文
化
だ
け
で
な
く
経
済
的

に
も
若
者
が
こ
の
ま
ち
を
支
え
て

い
か
な
い
と
、
こ
こ
に
は
活
力
も

元
気
も
出
て
こ
な
い
。
全
て
連
動

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
子

育
て
支
援
と
い
う
視
点
や
軽
減
策

を
と
っ
て
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

だ
け
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。

あ
る
の
か
。
豊
明
市
で
は
で
き
な

い
の
か
。
②
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
更

な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
目

線
で
、
よ
り
簡
易
で
協
力
し
や
す

い
工
夫
を
要
望
す
る
。

答　

①
名
古
屋
市
は
ラ
ベ
ル
を
外

す
こ
と
は
求
め
て
い
な
い
方
針
で

あ
る
が
、
当
市
で
は
よ
り
高
い
品

質
の
資
源
ご
み
と
す
る
た
め
に
一

手
間
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
、

時
代
と
と
も
に
少
し
整
理
す
る
と

き
が
来
れ
ば
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
単
価
な
ど
も
含
め

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。
②
東
部

知
多
衛
生
組
合
に
お
い
て
焼
却
炉

の
更
新
時
に
は
発
電
設
備
を
附
帯

す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
今
年

度
よ
り
小
型
廃
家
電
の
試
験
分
別

収
集
を
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
拡
大
に
向

け
て
周
知
し
て
い
く
。

《
平
野
　
敬
祐
》

問　

①
市
民
の
皆
様
の
関
心
度
や

協
力
、
仕
分
け
の
結
果
に
つ
い
て

当
局
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

②
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
開
催
に
際
し
て
反

省
点
や
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

担
当
部
署
の
講
評
は
。
③
次
年
度

予
算
へ
の
算
出
基
準
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
④
昨
年
は
予

算
削
減
目
標
を
定
め
提
案
さ
れ
た

が
、
今
回
、
削
減
効
果
に
つ
い
て

消
極
的
な
提
案
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
ど
う
い
う
経
緯
か
。

答　

①
相
反
す
る
判
定
な
ど
想
定

し
て
い
た
結
果
ば
か
り
で
な
く
、

市
民
が
仕
分
け
人
の
意
見
を
参
考

に
し
て
市
民
の
立
場
で
し
っ
か
り

と
考
え
、
判
断
し
た
も
の
と
考
え

る
。
②
市
民
参
画
を
目
的
と
し
て

い
た
が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
９
月
末
の
開
催
で
あ
っ
た

た
め
、
見
直
し
の
検
討
か
ら
次
年

度
の
予
算
反
映
ま
で
の
期
間
が
短

か
っ
た
点
を
反
省
し
、
次
回
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
③
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
削
減
や
増
加

も
含
め
て
約
１
５
０
万
円
削
減
予

定
と
な
る
。
④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
や
あ
り
方
を
市
民
と
一
緒

に
議
論
し
、
考
え
、
判
断
し
て
、

単
に
事
業
費
の
削
減
だ
け
で
は
な

く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
実
施
し
た
。

問　

資
源
ご
み
の
回
収
、
生
ご
み

の
堆
肥
化
な
ど
全
国
に
先
駆
け
て

き
た
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

状
況
に
つ
い
て
問
う
。
①
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
回
収
等
、
資
源
ご
み
回

収
の
市
民
協
力
に
つ
い
て
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
を
剥
が
さ
な

い
で
回
収
を
し
て
い
る
自
治
体
が

行
政
の
現
状
と
将
来
に

つ
い
て

事
業
仕
分
け
の
結
果
に

つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
最

新
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

Fields  forever  
Living  is  easy  with  eyes  closed  Misunderstanding  all  you  see
It’s  getting  hard  to  be  someone  but  it  aii  works  out
It  dosen’t  matter  mech  to me

No  one  I  think  is  inn  my  tree  I  meat  it  must  be  high  or  lo
That  is  you  can’                              t  you  know  tune  in
But  it’s  all  righ                                  that  is,  I  think  it’s  not
too  bed

Always,  no  so                                        metimes,  think  it’s  me
But  you  know                                          I  know  when  it’s  a  d

I  think                                                                        I  know

Let  me  take  you  down  ‘cause  i’m  going  to  Strawberry  Fields  
Nothing  is  real ,  and  nothing  to   get  hung  about  Strawberry

roubles  so  far
way  now  it

looks  as  though
hey’re  here
uddenry,  I’m

hy  she  had
go  I  don’t
ow  she  wou
id  something

ow  I  need  a
ace  to  hide  
ed  in

nd  we  are  all
now  I  need  a
place  to  hide  

and  we  are  all
am  crying

retty  little
e  how  they
y  don’t  you
ow  they
e  how  in  side
oking  through

erday  all  my

o
ww h y

in sidedd
h

oowwow
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市議会の傍聴

◆ 

意
見
書
・
決
議 

◆

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す

る
事
柄
に
つ
い
て
、
議
会
が
地
方

公
共
団
体
の
機
関
と
し
て
の
議
会

の
意
思
を
、
国
会
又
は
関
係
行
政

庁
に
伝
え
る
手
段
が
「
意
見
書
」

の
提
出
で
す
（
地
方
自
治
法
第
99

条
）
。

意
見
書
と
似
た
も
の
に
「
決

議
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
議

会
の
意
思
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
法
的
な
根
拠
が
な
く
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
あ
て
先
を
特
定

し
な
い
宣
言
や
、
議
会
自
体
の
内

部
問
題
に
つ
い
て
対
処
す
る
場
合

な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
29
日
、
日
進
市
中

央
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
豊
明

市
と
日
進
市
の
市
議
会
議
員
に
よ
る

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員
派

遣
と
し
て
豊
明
市
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

演
題「

市
議
会
議
員
が
知
っ
て

　
　
　
　

お
き
た
い
危
機
管
理
」

講
師市

町
村
職
員
中
央
研
修
所

客
員
教
授
　
大
塚
　
康
男
　
氏

議
員
研
修
会
は
、
昭
和
60
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
平
成
６
年
10

月
に
日
進
市
が
市
制
を
施
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成
７
年
度
か
ら
２
市

合
同
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

■　本会議の傍聴
本会議は、公開が原則で、どなたでも自由

に傍聴することができます。
議場の傍聴席は、一般席が48席あります。

■　委員会の傍聴
委員会の一般傍聴と請願等に関する関係者

の傍聴は、会議の進行や傍聴席等の状況に応
じて委員会に諮って決定されます。

委員会の一般傍聴は、６人以内です。
（会議が開会された後に、傍聴を希望され

る場合は、会議の進行により、入室をお待ち
いただくことがあります。）

※　傍聴の受付
本会議や委員会は通常、午前10時から開かれ

ます。
傍聴は、会議当日の開会20分前から受け付け

を開始します。
傍聴を希望される方は、議会事務局窓口で受

付簿に住所・氏名の記入を願います。
傍聴希望者が多い場合は、席の都合により抽

選することがあります。

請 願（ 陳 情 ）書 式 例

次の書式を参考に提出してくださるようお願いします。

表　　紙

と
じ
る

平成　　年　　月

……………について請願（陳情）書

豊明市議会
　議長　○○○○　様

請願（陳情）者
　住所
　氏名　○○○○　印
　（団体・法人の場合は名称、代表者氏名）
　紹介議員　○○○○　印
　（陳情書には紹介議員は必要ありません。）

※ 請願書には、紹介議員（１名以上）の署名または記名押印が必要です。
※ 陳情書には、紹介議員は必要ありません。
※ 用紙の大きさは、A４判でお願いします。

と
じ
る

……………について請願（陳情）書

趣旨

　〔　　　　　　　　　　　　 〕
趣旨

　〔　　　　　　　　　　　　 〕

請願（陳情）しようとすることを簡単に
書いてください。

請願（陳情）しようとすることの理由を
詳しく書いてください。

内容

議
会
用
語

議
員
研
修
会


